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年末年始の業務体制

機　関　名 通常業務の休み・休診

笠置町
笠置町役場

12月28日（土）
～

令和２年１月５日（日）

笠置町産業振興会館
笠置町循環バス

和束町
和束町役場
和束町国保診療所

南山城村

南山城村役場
南山城村文化会館 やまなみホール
南山城村保健福祉センター
コミュニティバス

村営バス 12月29日（日）〜
令和２年１月３日（金）

機　関　名 通常業務の休み

相楽東部
広域連合

総務課

12月28日（土）
～

令和２年１月５日（日）

教育委員会

教育委員会笠置町分室

教育委員会南山城村分室

相楽東部広域連合管内
小・中学校

笠置児童館

その他 相楽東部広域バス 12月29日（日）〜
令和２年１月３日（金）

３町村・相楽東部広域連合

◦年末し尿汲み取り等業務終了日（大谷処理場への最終搬入日）
� 12月27日（金）まで
◦し尿汲み取り等業務休業期間� 12月28日（土）〜令和２年１月５日（日）
◦年始し尿汲み取り等業務開始日� 令和２年１月６日（月）から

問合せ　相楽郡広域事務組合
　　　　　☎0774・72・0421

し尿汲み取り

京都山城総合医療センター
期間 12月28日（土）～令和２年１月５日（日）

　救急医療は時間外診療ではありません。体調が思わしくない時は、早め
に「通常の診療時間内」受診を心がけ、救急医療の適正な利用にご理解と
ご協力をお願いします。

診療科目 診　療　日 診療時間 備　　　考

内科系
12月28日（土）

～
１月５日（日）

午前
８時30分

～
午後

２時30分

左記時間以外は、対象の方のみの受
入れとなっています
１.救急車で搬送されてくる重篤な方
２. 慢性疾患で当院に定期的に通院さ

れ、その症状が悪化した方
３. 開業医等で当院での緊急受診が必

要と判断され、紹介状をお持ちの方

外科系
12月28日（土）

～
１月５日（日）

全日 ̶

小児科
12月29日（日）

～
１月３日（金）・５日（日）

全日
12月28日と１月４日は輪番制で
学研都市病院
（☎0774・98・2123）が対応

※ 緊急手術や重症患者さまの対応等により、診察ができない場合がありますので、必ず事前に電話
連絡の上受診してください。

問合せ　木津川市木津駅前一丁目27番地  京都山城総合医療センター
　　　　　☎0774・72・0235

相楽休日応急診療所
受付時間 午前８時30分〜午後０時30分

診療時間 午前９時〜

症状によっては診察できない場合や京都山城
総合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
１月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目

１月 1日（水・祝） 内科

　　 2日（木） 内科

　　 3日（金） 内科・小児科

　　 5日（日） 内科

　　12日（日） 内科

　　13日（月・祝） 内科

　　19日（日） 内科・小児科

　　26日（日） 内科・小児科
※ 12月分については広報れんけい11月号をご

覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
☎0774・73・9988（直通）

　年末年始は、ご家庭からのごみ排出量が多くなる時
期です。ごみの収集については、平時の収集時間帯よ
り遅れ等が発生することが予想されますので、ご了承
ください。

　また、ごみをご家庭よりだされる場合、ごみの種類
や収集日をご確認の上、ルールを守ってお出しくださ
い。なお、年末年始のごみ収集日等、詳細については
各町村のごみカレンダー等でご確認ください。

※ 一般ごみの受け入れ（直接ごみの持ち込み）は、年末12月27日（金）まで、年始は１月６日（月）からとさせていただきます。

◦ごみの出し方に関する問合せ
　笠置町税住民課
　　☎0743・95・2301（代表）

　和束町農村振興課
　　☎0774・78・3008（直通）

　南山城村産業観光課
　　☎0743・93・0105（直通）

年末年始のごみ収集日変更のおしらせ
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まち＊むらの 話題

平
安
騎
馬
隊
が

や
っ
て
き
ま
し
た

　

11
月
9
日
（
土
）
、
木
津
警
察
署
の
呼
び
か
け
で
笠
置
い

こ
い
の
館
前
広
場
に
京
都
府
警
察
平
安
騎
馬
隊
が
交
通
安
全

の
啓
発
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
当
日
は
馬
に
体
験
騎
乗
で
き

る
と
い
う
と
こ
で
、
開
始
前
か
ら
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
来

場
し
、
ウ
キ
ウ
キ
し
た
様
子
で
並
ん
で
い
ま
し
た
。

  

子
ど
も
た
ち
は
、
ま
ず
警
察
官
か
ら
交
通
安
全
に
関
す
る

話
を
聞
き
、
近
年
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い

る
中
で
、
一
件
で
も
事
故
を
減
ら
す
た
め
に
は
交
通
ル
ー
ル

の
遵
守
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

  

そ
の
後
、
馬
の
騎
乗
や
パ
ト
カ
ー
の
乗
車
等
を
楽
し
み
、

子
ど
も
た
ち
は
貴
重
な
体
験
が
で
き
て
満
足
し
て
い
る
よ
う

で
し
た
。

地
域
お
こ
し
企
業
人
の
紹
介

 

　

2
0
1
9
年
10
月
よ
り
地
域
お
こ
し
企
業
人
と
し
て
笠
置

町
総
務
財
政
課
に
着
任
し
ま
し
た
。

　

京
都
信
用
金
庫
か
ら
の
地
域
お
こ
し
企
業
人
と
し
て
は
2

人
目
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
導
入
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
生
の

対
応
（
笠
置
町
内
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
）
等
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
は
京
都
市
山
科
区
で
す
が
、
隣
の
南
山
城
村
（
大
河

原
）
に
我
が
家
の
お
墓
が
あ
り
、
幼
少
期
に
は
大
河
原
に
も

住
ん
で
い
ま
し
た
。
笠
置
に
来
る
こ
と
に
な
り
、
初
め
て
の

一
人
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
生
活
リ
ズ
ム

も
安
定
し
て
き
ま
し
た
。
鹿
の
鳴
き
声
で
目
覚
め
、
夜
は
一

人
静
か
に
酒
を
飲
む
生
活
を
満
喫
し
て
い
ま
す
。

　

6
ヶ
月
間
と
い
う
期
間
限
定
の
中
で
、
自
分
の
力
を
最
大

限
に
発
揮
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
が
望
む
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら

け
で
す
が
、
一
歩
ず
つ
前
に
進
ん
で
い
き
ま
す
の
で
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

�

神か
み
　
む
ら村　

泰や
す
　
し史

茶
源
郷
和
束
お
茶
料
理
コ
ン
テ
ス
ト

　

10
月
19
日
（
日
）
、
和
束
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー

ル
で
、
茶
源
郷
和
束
お
茶
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
書
類
審
査
を
通
過
し
た
10
点
（
お
菓
子
部
門
５

点
・
お
料
理
部
門
３
点
・
和
束
御
膳
部
門
２
点
）
の
最
終
審

査
を
お
こ
な
い
、
コ
ン
テ
ス
ト

参
加
者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
後
に
審
査
員
が
試
食
し
、
グ

ラ
ン
プ
リ
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

審
査
中
は
観
覧
者
に
も
試
食

が
配
ら
れ
、
美
味
し
い
料
理
を

堪
能
し
ま
し
た
。
ま
た
、
受
賞

メ
ニ
ュ
ー
は
来
年
度
以
降
商
品

化
し
、
和
束
郷
土
料
理
本
に
掲

載
予
定
で
す
。

【
お
菓
子
部
門
】
―
―
―
―
―
―
―
―
―

グ
ラ
ン
プ
リ　

抹
茶
の
タ
ル
ト

　
　
　
　
　
　
　
モ
ン
ブ
ラ
ン

準
グ
ラ
ン
プ
リ　

和
束
茶
丸
ご
と
林
檎
Ｐ
Ａ
Ｎ

優
秀
賞　
　
　

茶
畑
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

【
お
料
理
部
門
】
―
―
―
―
―
―
―
―
―

グ
ラ
ン
プ
リ　

和
束
茶
と

　
　
　
　
　
　
　
と
ろ
ろ
豆
腐
の

　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぼ
ろ
蒸
し

準
グ
ラ
ン
プ
リ　

和
束
ボ
ナ
ー
ラ

優
秀
賞　
　
　

鱧
と
玉
露
の
カ
ク
テ
ル

【
和
束
御
膳
部
門
】
―
―
―
―
―
―

グ
ラ
ン
プ
リ　

ふ
る
さ
と
の

　
　
　
　
　
　
　
和
束
御
膳

準
グ
ラ
ン
プ
リ　

茶
が
ゆ
食
べ
比
べ

　
　
　
　
　
　

お
茶
づ
く
し
御
膳

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

抹茶のタルトモンブラン和束茶ととろろ豆腐のおぼろ蒸しふるさとの和束御膳
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和
束
町
茶
品
評
会
お
よ
び

優
良
品
種
茶
園
品
評
会

第
65
回
和
束
町
茶
品
評
会

　

9
月
3
日
（
火
）
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で
第
65
回
和
束
町

茶
品
評
会
が
開
か
れ
、
煎
茶
61
点
・
て
ん
茶
24
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
11
人
の
審
査
員
に
よ
り
「
煎
茶
の
部
」
「
て
ん

茶
の
部
」
で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、
左
記

の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
11
月
16
日
（
土
）
に
開
か
れ
た
和

束
町
茶
業
関
係
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

煎
茶
の
部

1
等
1
位
　
畑
　
　
新
悟　

京
都
府
知
事
賞

1
等
2
位
　
西
山
　
壽
和　

京
都
府
茶
業
会
議
所
会
頭
賞

1
等
3
位
　
畑
　
　
広
大　

京
都
府
茶
生
産
協
議
会
会
長
賞

1
等
4
位
　
稲
塚
　
欽
也　

山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
会
長
賞

（
敬
称
略
）

※ 

て
ん
茶
の
部
は
規
定
の
出
品
点
数
に
満
た
な
か
っ
た
た
め
、
参
考
出

品
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
和
束
町
優
良
品
種
茶
園
品
評
会

　

10
月
24
日（
木
）、令
和
元
年
度
和
束
町
優
良
品
種
茶
園
品

評
会
が
開
か
れ
、成
木
の
部
9
点
・
幼
木
の
部
5
点
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。7
人
の
審
査
員
に
よ
り「
成
木
茶
園
の
部
」「
幼

木
茶
園
の
部
」で
そ
れ
ぞ
れ
審
査
が
お
こ
な
わ
れ
た
結
果
、左

記
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
11
月
16
日（
土
）に
開
か
れ
た
和

束
町
茶
業
関
係
表
彰
式
に
お
い
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

成
木
茶
園
の
部

優
秀
賞
　
畑
　
　
廣
道　

京
都
府
知
事
賞

優
良
賞
　
畑
　
　
新
悟　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
京
都
府
本
部
運
営
委
員
会
長
賞

佳
良
賞　

東
本
　
博
利

幼
木
茶
園
の
部

優
良
賞　

畑
　
知
賀
男　

山
城
地
域
農
業
振
興
協
議
会
長
賞

佳
良
賞　

畑
　
美
代
子�

（
敬
称
略
）

関
西
茶
品
評
会
で

優
勝
旗（
産
地
賞
）・

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

　

11
月
9
日
（
土
）
、
文
化
パ
ル
ク
城
陽
に
お
い
て
開
か
れ

た
第
72
回
関
西
茶
業
振
興
大
会
で
、
関
西
茶
品
評
会
の
表
彰

式
が
お
こ
な
わ
れ
、
普
通
煎
茶
の
部
で
中
窪
耕
司
さ
ん
（
田

山
）
が
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
町
村
ご
と
に
与
え
ら
れ
る
優
勝
旗
（
産
地
賞
）

で
も
南
山
城
村
が
2
年
ぶ
り
8
回
目
の
受
賞
（
普
通
煎
茶
の

部
）
と
な
り
、
出
品
さ
れ
た
お
茶
の
高
い
品
質
が
評
価
さ
れ

た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

南
山
城
村
の
観
光
振
興
を
目
指
し
て

　

南
山
城
村
と
J
A
F
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
京
都
支
部
は

観
光
振
興
に
向
け
た
協
定
書
を
締
結
し
、
10
月
28
日
（
月
）

に
協
定
式
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

J
A
F
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
J
A
F
ナ
ビ
」
で
は
、
11
月

1
日
か
ら
村
の
見
所
や
特
産

品
を
紹
介
し
て
お
り
、
情
報

誌
な
ど
の
様
々
な
媒
体
を
持

つ
J
A
F
の
情
報
発
信
力
を

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
南
山
城
村
に
訪
れ
る
人

が
増
え
て
地
域
経
済
が
潤
う

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

田
山
花
踊
り

　

11
月
３
日
（
日
・
祝
）
、
京
都
府
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
田
山
花
踊
り
の
奉
納
発
表
会
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
田
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
の
「
愛あ

た
ご宕
踊

り
」
の
後
、
子
ど
も
た
ち
の
入い

り

端は

太
鼓
と
ホ
ラ
貝
の
リ
ズ
ム

に
合
わ
せ
、
サ
サ
ラ
を
持
っ
た
幼
児
の
「
ヤ
ァ
ー
ハ
ァ
」
の

か
け
声
と
共
に
諏
訪
神
社
に
向
け
た
行
列
が
進
み
、
諏
訪
神

社
の
境
内
で
は
、
神し

ん

夫ぶ

知ち

の
少
年
・
大
久
保
太た

い

和と

君
（
小
学

６
年
生
）
が
大
太
鼓
の
上
に
乗
っ
て
口
上
を
述
べ
た
後
、
奉

納
の
踊
り
が
次
々
と
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

産地賞（右から南山城村茶業振興対策協議会 北本会長、平沼村長）

農林水産大臣賞を受賞された中窪耕司さん（右端）

口上を述べる神夫知JAFの森川京都支部長（右）と
平沼村長
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まち＊むらの 話題

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
審
査
結
果

　

京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
・
京
都
府
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
「
令
和
元
年

度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

審
査
結
果

【
入
選
】�

岩い
わ

下し
た

茉ま

菜な

美み

さ
ん（
笠
置
小
学
校
４
年
）

�

吉よ
し

岡お
か

　
優ゆ

杏あ

さ
ん（
南
山
城
小
学
校
５
年
）

【
佳
作
】�

中な
か

井い

　
太た

い

煌き

さ
ん（
和
束
小
学
校
５
年
）

�

森も
り

脇わ
き

　
充あ

美み

さ
ん（
和
束
中
学
校
１
年
）

�

波は

多た

野の

　
希の

ぞ
み

さ
ん（
笠
置
中
学
校
２
年
）

3
町
村 人

権
の
花
運
動

　

今
年
も
各
町
村
の
人
権
擁
護
委
員
の
み
な

さ
ん
か
ら
京
都
府
の
人
権
の
花
に
指
定
さ
れ

て
い
る
水
仙
の
球
根
・
植
木
鉢
が
保
育
園

（
所
）・
小
学
校
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
は
10
月
15
日
（
火
）
、
笠
置
小

学
校
で
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
児
童
と
保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
に
球
根
と
植
木
鉢
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
児
童
た
ち
は

1
0
0
個
の
球
根
を
一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
植

え
付
け
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
10
月
7
日
（
月
）
、
和
束
小

学
校
と
保
育
園
で
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

人
権
擁
護
委
員
の
方
か
ら
「
水
仙
に
は
尊
敬

や
思
い
や
り
と
い
う
花
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

思
い
や
り
や
愛
情
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
仲
よ

く
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と
い
う
呼

び
か
け
の
後
、
球
根
の
植
え
付
け
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
来
年
3
月
に
開
か
れ
る
人
権
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
子
ど
も
た
ち
が
育
て
た

水
仙
が
展
示
さ
れ
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ

い
。

　

南
山
城
村
で
は
10
月
4
日
（
金
）
、
南
山

城
小
学
校
の
3
・
4
年
生
に
贈
呈
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
児
童
に
プ
レ
ー
ト
と
球
根
が

授
与
さ
れ
た
後
、
人
権
に
関
わ
る
話
が
あ
り

ま
し
た
。
児
童
は
真
剣
な
表
情
で
話
を
聞
き
、

人
権
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
い
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

　

「
人
権
の
花
運
動
」
は
子
ど
も
た
ち
が
互

い
に
協
力
し
な
が
ら
花
を
育
て
る
こ
と
に
よ

り
、
助
け
合
い
、
感
謝
す
る
こ
と
の
大
切
さ

や
、
命
の
尊
さ
・
人
権
感
覚
を
学
び
、
は
ぐ

く
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
法
務
省
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
進
め
て
い
る
啓
発

運
動
で
す
。

森脇充美さん

岩下茉菜美さん吉岡優杏さん

中井太煌さん波多野希さん

入
選

佳
作

佳
作

佳
作

入
選

「人権の花」植付け式（和束町）

「人権の花」球根と植木鉢贈呈式（笠置町）

「人権の花」の球根を贈呈（南山城村）
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行 政 A d m i n i s t r a t i o n

固
定
資
産
税
の

償
却
資
産
申
告
書
は

１
月
31
日
ま
で
に

　

償
却
資
産
を
お
持
ち
の
方
は
、
令
和
２
年

１
月
31
日
（
金
）
ま
で
に
令
和
２
年
１
月
１

日
現
在
の
資
産
所
有
状
況
の
申
告
が
必
要
で

す
。

　

償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
で
工
場
や

商
店
な
ど
を
経
営
し
て
い
る
人
が
、
事
業
の

用
に
供
す
る
た
め
保
有
し
て
い
る
資
産
で
、

構
築
物
・
機
械
・
備
品
な
ど
の
こ
と
で
す
。

※ 

申
告
用
紙
は
、
左
記
の
問
合
せ
先
窓
口
に

用
意
し
て
い
ま
す
。

※ 

前
年
度
に
申
告
さ
れ
た
方
に
は
12
月
中
旬

か
ら
下
旬
頃
に
申
告
用
紙
等
を
郵
送
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

 

な
お
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
窓
口
が

大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
令
和

２
年
１
月
10
日
（
金
）
ま
で
の
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
税
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
5（
直
通
）

　
　
　
　

南
山
城
村
税
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
3（
直
通
）

自
治
功
労
者
を
表
彰

�

（
和
束
町
）

　

11
月
３
日
（
日
）
、
「
茶
源
郷
ま
つ
り
」

の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
町
自
治
功
労
者
表
彰
条

例
に
基
づ
く
表
彰
式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
和
束
町
の
自
治
に
功
績
の

あ
っ
た
方
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
和
束
町
議
会
議
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
和
束
町
の
発
展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
、
竹
内
き
み
代
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
委
嘱

�

（
和
束
町
）

　

11
月
１
日
（
金
）
か
ら
行
政
相
談
委
員

（
和
束
町
担
当
）
と
し
て
西
島
か
よ
子
さ
ん

が
総
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
、
地

域
の
相
談
窓
口
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

12
月
３
日
（
火
）
か
ら
毎
月
第
１
火
曜
日

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分
ま
で
和
束
町
役

場
第
１
相
談
室
で
定
例
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

第
19
回
和
束
町

人
権
を
考
え
る
集
い

　

よ
り
多
く
の
人
達
が
人
権
問
題
へ
の
理
解

と
認
識
を
深
め
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
「
第
19
回

和
束
町
人
権
を
考
え
る
集
い
」
を
左
記
の
と

お
り
開
き
ま
す
。

日　

時　

12
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

2
階
大
ホ
ー
ル

　

第
1
部
は
、
町
内
の
小
・
中
学
生
に
よ
る

人
権
作
文
の
発
表
で
す
。

　

2
部
は
、
「
社
会
の
隅
っ
こ
に
置
か
れ
た

人
々
の
味
方
に
な
り
た
い
」
と
弁
護
士
を
志

し
、
知
的
障
害
者
ヘ
ル
パ
ー
と
学
童
保
育
の

指
導
員
を
経
て
弁
護
士
に
な
ら
れ
た
仲
岡
し

ゅ
ん
さ
ん
を
お
招
き
し
、
「
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
っ
て
な
に
？
」
を
テ
ー
マ
に
お
話
し
い

た
だ
き
ま
す
。

竹内きみ代さん（左）

西島かよ子さん（中）

仲岡しゅんさん
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就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
援
助
費
の
う

ち
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
（
令
和
2
年
2

月
）
に
支
給
し
ま
す
。

 

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
習
に
必
要

な
文
房
具
や
靴
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者
に
対

し
、
学
用
品
費
や
通
学
用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を
援
助
す

る
制
度
で
す
。

 

令
和
2
年
4
月
に
連
合
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ

ん
の
保
護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対
し
、

「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
に
支
給
し
ま
す
。

①�

来
年
、小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い
る
保

護
者
の
み
な
さ
ん
へ

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

⑴ 

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
、
和
束
町
及
び
南
山
城
村
の
い
ず
れ

か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵ 

お
子
さ
ん
が
令
和
2
年
4
月
に
連
合
立
の
小
学
校
（
笠
置
小

学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山
城
小
学
校
）
に
入
学
予
定
の
方

⑶
次
の
①
〜
⑨
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

① 

生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け
た
が
、
な
お
経
済
的

に
困
っ
て
い
る
方

　

② 

市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
か
、
又
は
減
免
を
受
け
て

い
る
方

　

③
国
民
年
金
の
掛
金
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

　

④ 

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
の
減
免
又
は
徴
収
の
猶
予
を
受

け
て
い
る
方

　

⑤ 

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

　

⑥ 

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑦
職
業
安
定
所
登
録
の
日
雇
い
労
働
者
の
方

　

⑧ 

民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認
め
る
状
態

に
あ
る
方

　

⑨ 

①
〜
⑧
に
は
該
当
し
な
い
が
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
平

成
30
年
に
比
べ
て
令
和
元
年
の
収
入
が
減
少
し
、
認
定
基

準
以
下
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
手
続
き

◆
申
請
場
所
… 

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
・
入
学
予
定

の
小
学
校

◆
受
付
期
間
… 

12
月
20
日
（
金
）
〜
令
和
2
年
1
月
17
日

（
金
） 

月
曜
日
〜
金
曜
日
ま
で
の
午
前
8
時

30
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま
で
（
土
日
・
祝
日

は
休
み
で
す
。
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

⑴ 

相
楽
東
部
広
域
連
合
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書（
申
請
書
は
、

連
合
教
育
委
員
会
及
び
入
学
予
定
の
小
学
校
に
あ
り
ま
す
。）

⑵ 

印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

⑶ 

就
学
援
助
費
の
振
込
先
の
保
護
者
様
の
口
座
が
わ
か
る
普
通

預
金
通
帳
な
ど

⑷
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
な
ど

※ 
今
回
、
入
学
前
支
給
の
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
4
月

以
降
に
令
和
2
年
度
の
就
学
援
助
を
申
請
し
、
4
月
か
ら
の

認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、
入
学
後
の
7
月
頃
に
就
学
援
助
費

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

今
回
の
申
請
で
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
改
め
て
令
和
2

年
度
の
就
学
援
助
の
申
請
手
続
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
学
用

品
費
な
ど
は
7
月
頃
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
・
支
給
日

◆
支
給
額
…
…
５
０
，６
０
０
円
（
定
額
）

◆
支
給
日
…
…
令
和
2
年
2
月
14
日
（
金
）
（
予
定
）

◆
支
給
方
法
…
…
保
護
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ
（
小
学
校
分
）

　
　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課�

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
　

笠
置
小
学
校�

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
0
4
6

　
　

和
束
小
学
校�

☎
0
7
7
4
・
78
・
2
0
7
2

　
　

南
山
城
小
学
校�

☎
0
7
4
3
・
93
・
3
7
3
0

②�

令
和
元
年
度
就
学
援
助
費
受
給
者
で
小
学
6
年

生
の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

令
和
元
年
度
就
学
援
助
制
度
の
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る
小

学
6
年
生
の
保
護
者
様
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
中
学
校
入
学
後

に
支
給
し
て
い
た
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前

（
令
和
2
年
2
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

⑴ 

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山
城
村
の
い
ず
れ

か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵ 

お
子
様
が
令
和
2
年
4
月
に
相
楽
東
部
広
域
連
合
立
中
学
校

（
和
束
中
学
校
・
笠
置
中
学
校
）
ま
た
は
京
都
府
立
中
学
校

に
入
学
予
定
の
方

⑶ 

申
請
す
る
日
に
「
令
和
元
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給
認

定
を
受
け
て
い
る
方

申
請
手
続　

手
続
は
不
要
で
す
。

支
給
額
・
支
給
日

◆
支
給
額
…
…
５
７
，４
０
０
円
（
定
額
）

◆
支
給
日
…
…
令
和
2
年
2
月
14
日
（
金
）
（
予
定
）

◆
支
給
方
法
… 

現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
就
学
援
助
費
と
同
じ

方
法
で
支
給
し
ま
す
。

注
意
事
項

⑴ 

令
和
2
年
3
月
末
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合
や

私
立
学
校
等
へ
就
学
す
る
場
合
は
、
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
の
支
給
対
象
外
で
す
。
受
給
さ
れ
た
と
き
は
、
返
還
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑵ 

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
小
学
6
年
生
で
受
給
し
た
方

は
、
中
学
1
年
生
で
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑶ 

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
ご
希
望
で
な

い
方
は
、
令
和
2
年
1
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

教育
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教育

和
束
町
大
会
の
結
果

最
優
秀
賞　

和
束
小
学
校
6
年　

村
田
　
小
夜

　
　

〃　
　
　

和
束
中
学
校
3
年　

杉
本
　
ろ
み

優
秀
賞　

和
束
小
学
校
5
年　

村
田
侑
志
朗

　
　

〃　
　
　

和
束
中
学
校
3
年　

長
西
　
輝
流

優
良
賞　

和
束
小
学
校
5
年　

奥
田
　
真
尋

　
　

〃　
　
　

和
束
小
学
校
5
年　

馬
場
　
優
佳

　
　

〃　
　
　

和
束
小
学
校
6
年　

北
　
愛
琉

　
　

〃　
　
　

和
束
小
学
校
6
年　

原
田
さ
く
ら

　
　

〃　
　
　

和
束
中
学
校
1
年　

大
西
　
琉
介

　
　

〃　
　
　

和
束
中
学
校
1
年　

辻
　
七
海

　
　

〃　
　
　

和
束
中
学
校
2
年　

中
村
　
瑞
奈

　
　

〃　
　
　

和
束
中
学
校
2
年　

森
野
　
由
澄

南
山
城
村
大
会
の
結
果

代
表
者　

南
山
城
小
学
校
６
年　

赤
木
こ
は
る

　
　

〃　
　
　

笠
置
中
学
校
２
年　

金
子
　
風
花

　
　

　　
　
　

南
山
城
小
学
校
５
年　

井
戸
野
結
奈

　
　

　　
　
　

南
山
城
小
学
校
５
年　

松
本
　
泰
良

　
　

　　
　
　

南
山
城
小
学
校
６
年　

南
山
あ
み
い

　
　

　　
　
　

笠
置
中
学
校
１
年　

仲
北
浦
　
鈴

　
　

　　
　
　

笠
置
中
学
校
２
年　

乾
　
芙
結
子

※
順
不
同
敬
称
略

笠置中学校

和束中学校

南山城村 和束町

笠
置
中
学
校
と
和
束
中
学
校
の
合
唱
交
流

　

10
月
25
日
（
金
）
、
南
山
城
村
文
化
会
館

（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）
に
て
笠
置
中
学
校
文

化
祭
が
開
か
れ
、
今
年
も
和
束
中
学
校
の
全

生
徒
が
参
加
し
て
、
合
唱
交
流
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
で
は
、
小
小
連
携
・

中
中
連
携
・
小
中
連
携
等
、
管
内
学
校
間
の

交
流
学
習
や
合
同
学
習
を
実
施
し
、
相
互
支

援
や
切
磋
琢
磨
に
よ
る
学
校
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
両
校
に
よ
る
合

唱
交
流
は
中
中
連
携
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

当
日
、
笠
置
中
学
校
は
『
友
〜
旅
立
ち
の

時
〜
』
を
課
題
曲
と
し
て
、
三
部
合
唱
に
も

挑
戦
し
ま
し
た
。
練
習
の
成
果
が
十
分
発
揮

さ
れ
た
熱
唱
に
、
和
中
生
も
大
き
な
拍
手
で

す
。
一
方
、
和
束
中
学
校
も
負
け
じ
と
、
学

年
ご
と
、
聴
き
ご
た
え
の
あ
る
素
晴
ら
し
い

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
交
換
を
終
え
、

和
中
生
が
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
を
退
出
す
る
際
、

笠
中
生
は
心
の
こ
も
っ
た
拍
手
を
送
り
ま
し

た
。
い
つ
ま
で
も
鳴
り
止
ま
ぬ
手
拍
子
に
胸

が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

少
年
の
主
張
大
会
（
和
束
町
・
南
山
城
村
）

　

少
年
の
主
張
大
会
が
11
月
10
日
（
日
）
に

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

で
、
11
月
16
日
（
土
）
に
和
束
町
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
各
町
村
の
小
・
中
学
生
が
日
頃

感
じ
て
い
る
思
い
や
意
見
を
緊
張
し
な
が
ら

も
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
和
束
町
大
会
の
最
優
秀
賞
2
人
、

南
山
城
村
大
会
の
代
表
者
2
人
は
来
年
2
月

に
山
城
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
（
ア
ス
ピ
ア
や

ま
し
ろ
）
で
開
催
予
定
の
「
相
楽
少
年
の
主

張
大
会
」
に
各
町
村
の
代
表
と
し
て
出
場
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
飲
酒
運
転
根
絶
府
民
運
動

　

ス
ロ
ー
ガ
ン

　「
飲
ん
だ
な
ら

運
転
し
ま
せ
んさ

せ
ま
せ
ん
」

　

 　

飲
酒
運
転
は
悲
惨
な
交
通
事
故
に
つ
な

が
る
悪
質
な
犯
罪
で
す
。
例
え
、
事
故
を

起
こ
さ
な
く
と
も
飲
酒
運
転
の
罰
則
は
運

転
者
だ
け
で
な
く
、
同
乗
者
や
車
両
提
供

者
、
お
酒
の
提
供
者
に
も
及
び
ま
す
。

　

 　

お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
る
こ
の
季
節
、

飲
酒
運
転
を
な
く
す
た
め
に
一
人
ひ
と
り

が
飲
酒
運
転
は
「
し
な
い
」
「
さ
せ
な

い
」
と
い
う
強
い
意
志
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

◇
12
月
10
日
〜
16
日
は

　

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

　

啓
発
週
間
で
す

　

 　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に

関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
、
国
際
社
会

と
連
携
し
つ
つ
、
人
権
侵
害
問
題
の
実
態

を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
平
成
18
年
に
法
律
が
施
行
さ
れ
、
毎

年
12
月
10
日
〜
16
日
ま
で
を
北
朝
鮮
人
権

侵
害
問
題
啓
発
週
間
と
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

 　

警
察
で
は
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事

案
に
つ
い
て
、
国
内
外
の
関
係
機
関
と
連

携
し
つ
つ
、
新
た
な
情
報
収
集
等
の
捜

査
・
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
こ
の
人

権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て

い
た
だ
き
、
拉
致
容
疑
事
案
の
解
決
に
も

府
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

 　

尚
、
京
都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
拉

致
の
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
事
案
に
係

る
方
々
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。
み

な
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

拉
致
問
題
を
風
化
さ
せ
な
い

〜
北
朝
鮮
に
よ
る

拉
致
容
疑
事
案
の
解
決
に
向
け
、

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
〜

　
◇
年
末
特
別
警
戒
の
実
施

　

 　

年
末
は
商
取
引
や
買
い
物
な
ど
現
金
の

流
通
が
頻
繁
に
な
り
、
金
融
機
関
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
を
狙
っ
た
強
盗

事
件
・
ひ
っ
た
く
り
・
侵
入
窃
盗
・
特
殊

詐
欺
な
ど
の
犯
罪
発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

 　

木
津
警
察
署
で
は
、
こ
れ
ら
の
犯
罪
を

未
然
に
防
ぎ
、
み
な
さ
ん
が
安
全
で
安
心

し
て
年
の
瀬
を
過
ご
せ
る
よ
う
12
月
1
日

（
土
）
〜
31
日
（
月
）
ま
で
の
間
、
街
頭

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
や
被
害
防
止
の
呼
び

か
け
な
ど
の
特
別
警
戒
活
動
を
実
施
し
ま

す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

令
和
元
年 

年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

 「
古
都
の
暮
れ 

気
遣
う
心
と 

待
つ
ゆ
と
り
」 

　

12
月
１
日
（
日
）
〜
20
日
（
金
）
ま
で
の

20
日
間
は
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

の
実
施
期
間
で
す
。

運
動
重
点

◦
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

◦
二
輪
車
の
交
通
事
故
防
止

◦
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

運
動
期
間
中
の
み
で
な
く
、
み
ん
な
で
交

通
安
全
意
識
を
高
め
、
一
人
ひ
と
り
が
交
通

ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実

践
し
、
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
！

　

笠
置
町
で
は
期
間
中
、
国
道
1
6
3
号
線

沿
い
に
、
交
通
安
全
運
動
に
係
る
の
ぼ
り
旗

の
設
置
を
お
こ
な
う
ほ
か
、
随
時
、
防
災
無

線
で
交
通
事
故
防
止
に
つ
い
て
注
意
喚
起
を

お
こ
な
い
ま
す
。

　

和
束
町
で
は
、
12
月
3
日
（
火
）
、
午
前

7
時
30
分
〜
8
時
ま
で
、
和
束
町
白
栖
橋
交

差
点
付
近
で
、
年
末
の
交
通
安
全
運
動
啓
発

活
動
を
お
こ
な
い
ま
す
。

　

南
山
城
村
で
は
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
啓

発
、
電
光
掲
示
板
で
の
注
意
喚
起
を
お
こ
な

い
ま
す
。

主
催　

笠
置
町
・
和
束
町
・
南
山
城
村

　
　
　

笠
置
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　

和
束
町
交
通
安
全
対
策
協
議
会

　
　
　

南
山
城
村
交
通
安
全
対
策
協
議
会

笠
置
町
消
防
団
に
よ
る
消
火
訓
練
・

火
災
予
防
啓
発
活
動

　

11
月
17
日
（
日
）
、
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
内
で
火

災
が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
笠
置
町
消
防
団
に

よ
る
消
火
訓
練
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
参
加
し
た
団
員
は
地
域
を
守
る
と
い
う

意
識
を
持
ち
、
訓
練
に
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い
ま

し
た
。
笠
置
町
は
山
林
が
多
く
あ
り
、
火
災
に
対

す
る
認
識
や
訓
練
が
非
常
に
重
要
な
取
り
組
み
と

な
り
ま
す
。

　

訓
練
終
了
後
に
は
各
家
庭
を
訪
問
し
、
火
災
予

防
啓
発
活
動
を
お
こ
な
い
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の

防
火
意
識
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
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講
座

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

  『
お
正
月
の
寄
植
え
体
験
教
室
』（
３
町
村
）

実
施
日　

12
月
20
日
（
金
）

会
場
・
時
間

　
　
　
　

① 

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
11
時

　
　
　
　

②
笠
置
町
産
業
振
興
会
館

　
　
　
　
　

午
後
2
時
〜
3
時

講　

師　

勝
田
智
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
不
可
）

参
加
費　

1
7
0
0
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

持
ち
物　

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
り
ば
し

定　

員　

各
教
室 

先
着
10
人

申
込
受
付　

12
月
2
日
（
月
）
〜
11
日
（
水
）
ま
で

　

※
土
・
日
・
祝
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

 『
ヨ
ガ
体
験
教
室
』（
３
町
村
）

実
施
日　

令
和
2
年
1
月
25
日
（
土
）

時　

間　

午
前
11
時
〜
正
午

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す
（
笠
置
町
）

指
導
者　

ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　

 

S
A
T
O
K
O
さ
ん
（
南
山
城
村
お
茶
っ

ぴ
ク
ラ
ブ
）

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
（
高
校

生
不
可
）

参
加
費　

 

1
0
0
円
（
講
習
料
）
※
当
日
徴
収
し
ま

す
。

定　

員　

先
着
20
人

持
ち
物　

 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
バ
ス
タ
オ
ル
・
汗
拭

き
タ
オ
ル
・
飲
み
物

申
込
受
付　

 

令
和
2
年
1
月
8
日
（
水
）
〜
17
日

（
金
）
ま
で

　

※
土
・
日
・
祝
を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

申
込
み　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

そ
の
他　

 

詳
し
く
は
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

 『
健
康
体
操
』（
笠
置
町
）

実
施
日　

12
月
12
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
紀
壬
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

 『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

実
施
日　

12
月
2
日
（
月
）

時　

間　

午
後
７
時
30
分
〜
８
時
40
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講　

師　

イ
ー
ラ
イ
・
フ
ァ
ス
タ
先
生

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

 『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』（
南
山
城
村
）

実
施
日　

12
月
14
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館

　
　
　
　
（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

　

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

京
都
府
山
城
南
保
健
所

 『
犬
の
し
つ
け
方
教
室
』（
3
町
村
）

　

犬
の
飼
い
主
さ
ん
に
飼
い
犬
の
し
つ
け
の
大
切
さ

を
理
解
し
て
も
ら
い
、
飼
い
方
の
意
識
向
上
と
人
と

動
物
が
共
生
す
る
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
す
た
め
に
、

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
開
き
ま
す
。

対
象
者　

 

管
内
に
在
住
す
る
2
才
未
満
の
犬
の
飼
い

主
（
第
1
回
か
ら
3
回
ま
で
全
て
を
通
し

て
受
講
で
き
る
方
）

第
1
回

�

犬
の
習
性
及
び
し
つ
け
方
、

犬
の
適
正
飼
養
及
び

健
康
管
理
に
つ
い
て
の
講
習
（
屋
内
）

日　

時　

令
和
2
年
1
月
17
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

 

山
城
広
域
振
興
局
木
津
総
合
庁
舎
内

　
　
　
　

山
城
南
保
健
所
講
堂

募
集
人
数　

20
人

 

第
2
回・3
回

�

ほ
め
て
し
つ
け
る
基
本
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
屋
外
）

日　

時　

2
回
： 

令
和
2
年
1
月
24
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
2
時
30
分

　
　
　
　

3
回
： 

令
和
2
年
1
月
31
日
（
金
）
午
後

1
時
30
分
〜
2
時
30
分

場　

所　

山
城
広
域
振
興
局

　
　
　
　

木
津
総
合
庁
舎
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

募
集
人
数　

飼
い
犬
同
伴
5
人　

見
学
の
み
15
人

申
込
み
方
法

　
　
　
　

 

12
月
16
日
（
月
）
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

受
付
開
始
。

　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ

　
　
　
　

京
都
府
山
城
南
保
健
所

　
　
　
　

環
境
衛
生
室 

衛
生
担
当

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
72
・
4
3
0
2

催
し

和
束
町
史
編
さ
ん
室

 『
写
真
展
示
』の
案
内

「
和
束
町
の
昔
の
暮
ら
し
」

日　

時　

12
月
10
日
（
火
）
〜
20
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル　
　

テ
ー
マ　
「
和
束
の
生
き
物
」

内　

容　

 　

和
束
町
史
編
さ
ん
室
で
は
、
和
束
の
昔

と
今
の
姿
を
後
世
に
残
す
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
調
査
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

回
は
、
調
べ
て
分
か
っ
た
生
き
物
に
関
す

informationおしらせ
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る
写
真
を
展
示
し
ま
す
。
内
容
は
、
絶
滅

が
危
惧
さ
れ
て
い
て
、
他
の
地
域
で
は
あ

ま
り
見
ら
れ
な
い
生
き
物
で
す
。
役
場
に

来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
74
・
8
9
5
2

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

文
化
財
連
続
講
座

日　

時　

 

12
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館

演　

題　
「
東
ア
ジ
ア
の
中
の
南
山
城
」

講　

師　

京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

調
査
課
長　

小
池　

寛
さ
ん

聴
講
料　

無
料
。　

※
事
前
申
込
み
は
不
要
。

企
画
展「
暮
ら
し
の
道
具�

い
ま
む
か
し
」

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
30
年
代
ご
ろ
ま
で
の
暮
ら
し
の

道
具
を
展
示
し
、衣
食
住
の
変
化
を
振
り
返
り
ま
す
。

小
学
校
の
社
会
科
授
業
と
連
携
で
き
る
内
容
で
す
。

日　

時　

 

12
月
21
日
（
土
）
〜
3
月
22
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

場　

所　

山
城
郷
土
資
料
館　

施
設
の
ご
案
内�

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

所
在
地　

木
津
川
市
山
城
町
上
狛
千
両
岩

入
館
料　

一
般
2
0
0
円
・
小
中
学
生
50
円

開
館
時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
４
時
30
分

  

※ 

休
館
日　

月
曜
日
・
年
末
年
始（
12
月
28
日
〜
1
月
4
日
）

問
合
せ　

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
86
・
5
1
9
9

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
86
・
5
5
8
9

募
集

宇
治
茶
大
好
き
!

キ
ッ
ズ
茶
ム
リ
エ
検
定

参
加
者
募
集

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
お
茶
に
親
し
ん
で
も
ら
う
「
キ

ッ
ズ
茶
ム
リ
エ
検
定
」
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　

時　

１
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
〜
２
時

場　

所　

グ
リ
ン
テ
ィ
和
束

対　

象　

小
学
３
〜
６
年
生

内　

容　

 

宇
治
茶
大
好
き
検
定
（
ペ
ー
パ
ー
テ
ス

ト
）・
お
茶
の
飲
み
分
け
検
定（
茶
香
服
）・

お
茶
育
演
劇

定　

員　

30
人　

※
多
数
の
場
合
抽
選

参
加
費　

無
料

　

※ 

参
加
者
全
員
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
湯
の
み
が
作
れ
る

「
ら
く
や
き
湯
の
み
キ
ッ
ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

申
込
み　

 　

令
和
2
年
１
月
12
日
（
日
）必
着
で
郵

便
番
号
・
住
所
・
名
前（
ふ
り
が
な
）・
小
学

校
名
・
学
年
・
電
話
番
号
・
参
加
会
場（
グ
リ

ン
テ
ィ
和
束
）を
明
記
し
、左
記
ま
で
ハ
ガ

キ
を
郵
送
す
る
か
、F
A
X
ま
た
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

〒
6
1
1
―

0
0
4
3

　
　
　
　

宇
治
市
伊
勢
田
町
若
林
53

　
　
　
　

 

N
P
O
法
人
こ
み
ね
っ
と
キ
ッ
ズ
茶
ム
リ

エ
担
当

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
46
・
1
6
9
9

　
　
　
　
　

FAX
0
7
5
・
3
2
0
・
3
5
9
7

Ｈ　

Ｐ　

http://kom
inet.net/

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　

時　

 

令
和
2
年
1
月
12
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
3
階

内　

容　

 

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法
及

び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）
の

使
用
方
法
な
ど

対
象
者　

 

木
津
川
市
・
笠
置
町
・
和
束
町
及
び
南
山

城
村
に
在
住
・
在
学
ま
た
は
勤
務
者
。
た

だ
し
、
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。

募
集
人
員　

 

先
着
30
人

　

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

12
月
2
日
（
月
）
〜
27
日
（
金
）
ま
で

　

※ 

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
ま
で（
土
・日
は
除
く
）

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2

統
計
調
査

登
録
調
査
員
募
集（
笠
置
町・和
束
町
）

統
計
調
査
員
と
は
？

　

各
統
計
調
査
の
実
施
時
に
統
計
調
査
の
事
務
を
お

こ
な
っ
て
い
た
だ
く
方
で
、京
都
府
知
事
に
任
命
さ
れ

る
非
常
勤
の
地
方
公
務
員
で
す
。各
統
計
に
よ
り
任

命
期
間
は
異
な
り
ま
す
が
、概
ね
２
ヶ
月
程
度
で
す
。

仕
事
内
容　

 
統
計
調
査
の
事
務
（
調
査
票
の
配
布
や
回

収
・
点
検
等
）

募
集
要
件　

�

原
則
20
歳
以
上
、
責
任
を
持
っ
て
調
査
事

務
を
遂
行
で
き
る
方
。

　

※ 　

税
務
・
警
察
に
直
接
関
係
し
て
い
る
方
、
選

挙
の
立
候
補
予
定
者
、
選
挙
運
動
員
、
特
定
の

候
補
者
の
応
援
活
動
を
お
こ
な
う
方
、
暴
力
団

員
・
暴
力
団
密
接
関
係
者
は
統
計
調
査
員
に
な

る
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

　
　
　
　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
１（
直
通
）

相
談

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日　

12
月
17
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
〜
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館 

1
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
95
・
2
3
0
1（
代
表
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

12
月
3
日
（
火
）

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

場　

所　

 

和
束
町
役
場 

第
1
相
談
室

問
合
せ　

 

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

実
施
日　

12
月
９
日
（
月
）

時　

間　

午
前
9
時
〜
正
午

場　

所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

in
fo

rm
ation

おしらせ
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行
政・人
権・困
り
ご
と
相
談

（
南
山
城
村
）

実
施
日　

12
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日　

12
月
20
日
（
金
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
〜
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
事

前
予
約
は
12
月
19
日
（
木
）
午
後
５
時
ま
で
受

付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場
　
所

12
月
10
日（
火
）

飛
鳥
路
集
会
所

12
月
18
日（
水
）

東
部
集
会
所

12
月
20
日（
金
）

笠
置
会
館

12
月
25
日（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　

☎
0
7
4
3
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場
　
所

12
月
13
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

12
月
18
日（
水
）

本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

時　

間　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

き
こ
え
の
相
談
会

日　

時　

12
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
〜　

②
午
前
11
時
〜

　
　
　
　
　

③
午
後
1
時
〜　

④
午
後
2
時
〜　

場　

所　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
・
聴
力
測
定

　
　
　
　

 （
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時
間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で
聴

こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
と

そ
の
ご
家
族

費　

用　

無
料

申
込
み　

 　

お
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
12
月
17
日

（
火
）ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 　

ご
予
約
の
際
、お
名
前・年
齢・住
所・電
話

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・
希
望
す
る
時

間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ
さ
い
。申
込
み
が
多

い
場
合
は
、変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

〒
6
1
9
―

0
2
1
4 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

竹チップの無料配布のおしらせ
　木津川有市地区他樹木伐採工事で伐採、チップ化した竹を資源リサイクルの観点から無料配布します。地域資源の有効活
用と工事コスト縮減のため、ぜひご活用ください。
申込期間　12月２日（月）〜令和２年１月10日（金）
申込方法　  申込書に希望数量等を記入のうえ、伊賀上野

出張所へ郵送またはFAX［申込書は笠置町・
和束町・南山城村の各役場と伊賀市役所に設置
している他、木津川上流河川事務所ホームペ
ージ（https://www.kkr.mlit.go.jp/kizujyo/
index.php）からダウンロードできます。］

配布内容　 竹チップ［①米袋サイズ（約５kg）②大型土
のう袋サイズ（約180kg）］

配布期間　12月〜１月の下記の期間
　　　　　平日　 毎週（火・木曜日）（但し12月31日（火）、

１月２日（木）は除きます）
　　　　　土曜　 12月21日、令和２年１月25日
　　　　　※時間は午前９時〜午後４時
　　　　　※ 申込数量が準備出来次第、伊賀上野出張所か

ら連絡があります。連絡前の受け取りはでき
ません。

配布場所　 工事現場事務所（南山城村大字北大河原 国道163
号線北大河原バイパス東側丁字路交差点付近）

申込み・問合せ
　　　　　木津川上流河川事務所　伊賀上野出張所
　　　　　　☎0595・21・2403　FAX0595・21・2411

伊賀・山城南・東大和定住自立圏事業
救急・健康相談ダイヤル24　 0120・4199・22
　心と体のさまざまな相談に24時間体制でお応えします。
※通話料・相談料は無料です。
◇ ご相談内容に応じてアドバイスいたします。場合によっ

ては、お名前・年齢を告げてください。

◇ どこからでも笠置町・南山城村にお住いのみなさまが無
料（フリーダイヤル）でご相談できます。

◇ プライバシーは厳守されるシステムになっておりますの
で、安心してご相談ください。
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ごみに出してください。
◎農薬のビンは収集できません。
●ペットボトル
出せるもの
（一例）

ジュースのペットボトル・しょうゆのペ
ットボトル

◎ 出すときは袋などに入れずステーションに設
置してあるペットボトル専用袋に入れてくだ
さい。

◎ PETのマークが付いているものを出してくだ
さい。

◎ 中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎ キャップとラベルは外してプラスチック製容

器包装として出してください。
◎ たばこの吸殻や灰を入れたペットボトルは出

さないでください。
◎ 処理方法の関係上、ペットボトルはつぶさず

に出してください。
●プラスチック容器包装

出せるもの
（一例）

菓子袋・食品トレイ・カップ麺の容器・
シャンプーやリンスの容器・ペットボト
ルのキャップやラベル

◎ プラスチック容器包装マークが付いているも
のを出してください。

◎ 食べ残しなどの生ごみは必ず取り除き、液状
の汚れは水で洗い流すか新聞紙等で拭き取っ
てください。

◎ レジ袋などに小分けにせず、ばらばらにして
指定袋に入れてください。

●その他プラスチック
出せるもの
（一例）

歯ブラシ・ゴム製品・CD・CDケース・
靴・鞄・プラスチック製玩具

◎ プラスチック容器包装マークがついていない
もの。

◎ ごみ袋に入らない大きなものは粗大ごみの日
に出してください。

●収集できないもの（一例）
◎ 家電4品目（テレビ・エアコン・冷蔵庫・洗

濯機）・パソコン
◎ 農機具・自動車部品・バイク・バッテリー・

タイヤ・建築廃材
◎ 危険品（ガスボンベ・消火器・廃油・農薬・

火薬等）

●燃えるごみ
出せるもの
（一例） 生ごみ・紙類・布類・木くず・紙おむつ

◎ 生ごみの約6割は水分です。十分に水切りを
して出してください。

◎ 食用油は固めるか、紙などに浸してください。
◎ 紙類はクリップやホッチキス等は外して出し

てください。
◎ 刈草等は乾かして土を取って、燃えるごみの

袋にいれて収集所に出してください。
◎ 燃えるごみの袋に入らない竹・木類は必ず

1m以内に切断し紐で束ね収集所に出してく
ださい。

◎ 紙おむつは汚物を取り除き新聞紙等で包んで
燃えるごみの袋に入れてください。

●缶類
出せるもの
（一例）

ジュースの缶・ビールの缶・缶詰の缶・
一斗缶・スプレー缶

◎中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎ スプレー缶・カセットボンベ等については中

身が残ったままであると、発火事故の原因と
なり大変危険です。使いきって缶類の日に出
してください。

●粗大ごみ

出せるもの
（一例）

家具類・ふとん・カーペット・アルミ製
品・調理器具・電化製品（テレビ・冷蔵
庫・洗濯機・エアコン・パソコンを除く）

◎ カーペットや布団などは小さくたたみ、縛っ
て出してください。

◎ 刃物等の危険なものは、紙などに包んで品目
を明記して出してください。

◎ ガラスや鏡などは収集や処理の事故防止の為、
段ボール箱等に入れて出してください。

◎ 小型家電は各役場の小型家電ボックスに入れ
てください。

●ビン・せともの
出せるもの
（一例）

ジュースのビン・酒のビン・調味料のビ
ン・茶碗・植木鉢

◎中身を全部取り除き水洗いしてください。
◎キャップやふたは必ず外してください。
◎ 外したふたは、プラスチック製のものはプラ

スチック製容器包装に、金属製のものは粗大

ごみの出し方
相楽東部３町村では次のとおりごみの分別収集をおこなっています。ルールを守ってごみを出しましょう。
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informationおしらせ

農村宿泊体験（農泊）12月の予定

　

「
雨
の
降
る
前
は
膝
の
痛
み
が
強
く
な

る
」
「
気
温
が
下
が
る
と
痛
み
が
強
く
な

る
」
と
話
さ
れ
る
患
者
さ
ん
が
い
ま
す
。

疼
痛
に
ど
ん
な
気
象
要
因
が
影
響
し
て
い

る
の
か
を
確
認
す
る
研
究
も
お
こ
な
わ
れ

て
い
て
、
低
気
圧
が
接
近
し
て
気
圧
が
下

が
っ
た
時
や
、
温
度
の
低
下
で
痛
み
が
悪

化
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
気
圧

が
下
が
る
と
関
節
包
が
膨
張
す
る
こ
と
や
、

温
度
の
低
下
が
交
感
神
経
を
刺
激
す
る
こ

と
が
そ
の
原
因
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

1
9
9
7
年
に
温
度
を
感
受
す
る
セ

ン
サ
ー
と
し
て
T
R
P
チ
ャ
ン
ネ
ル

（
T
R
P
V
1
）
が
最
初
に
発
見
さ
れ
ま

し
た
。
T
R
P
V
1
は
、
43
℃
以
上
の
温

度
で
活
性
化
さ
れ
ま
す
が
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ

に
含
ま
れ
て
い
る
カ
プ
サ
イ
シ
ン
で
も
活

性
化
さ
れ
ま
す
。
ト
ウ
ガ
ラ
シ
を
食
べ
る

と
、
ト
ウ
ガ
ラ
シ
に
含
ま
れ
て
い
る
カ
プ

サ
イ
シ
ン
は
舌
の
味
細
胞
で
は
な
く
、
感

覚
神
経
に
作
用
し
て
辛
い
と
い
う
感
覚
を

生
じ
ま
す
。
舌
以
外
の
場
所
で
は
、
カ
プ

サ
イ
シ
ン
の
刺
激
は
辛
み
で
は
な
く
、
痛

み
と
し
て
感
じ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
カ
プ
サ
イ
シ
ン
に
よ
っ
て

T
R
P
V
1
が
活
性
化
す
る
温
度
は
43
℃

か
ら
ぐ
っ
と
下
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

カ
プ
サ
イ
シ
ン
が
含
ま
れ
て
い
る
温
感
湿

布
を
貼
っ
た
部
位
に
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

も
痛
み
が
生
じ
ま
す
。
炎
症
が
起
こ
っ
た

際
も
、
プ
ロ
ス
タ
グ
ラ
ン
ジ
ン
な
ど
に
よ

り
T
R
P
V
1
が
活
性
化
す
る
温
度
が
下

が
り
ま
す
。
日
焼
け
な
ど
で
、
普
段
は
痛

み
を
感
じ
な
い
よ
う
な
温
度
で
痛
み
を
感

じ
る
の
は
こ
の
仕
組
み
に
よ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
科
学
的
に
も
、
痛
み
知
覚
と

温
度
知
覚
が
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

痛
み
に
は
心
因
性
要
素
も
関
与
し
ま
す
。

強
い
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
を
受
け
る
と
痛

み
を
抑
え
る
脳
の
機
能
が
低
下
し
て
、
痛

み
を
強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
慢

性
の
痛
み
に
対
し
て
体
を
動
か
さ
な
く
な

る
と
、
筋
力
低
下
に
よ
り
さ
ら
に
痛
み
を

強
く
感
じ
る
よ
う
に
な
り
、
痛
み
の
悪
循

環
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

M
R
I
を
用
い
た
脳
の
機
能
検
査
で
は
、

運
動
が
脳
の
機
能
回
復
に
よ
い
こ
と
も
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
薬
だ
け
で
な
く
、
痛

み
を
納
得
し
た
う
え
で
前
向
き
な
目
標
を

持
つ
こ
と
や
好
き
な
運
動
を
す
る
こ
と
も

痛
み
の
治
療
に
は
大
切
で
す
。

　
中
島
整
形
外
科

中
島
慎
一
郎

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
5757  

痛
み
の
お
話

痛
み
の
お
話

　11月６日（水）〜７日（木）、和束町の受入家庭
25軒で、広島県の中学生86人を受け入れました。こ
れで、今年度の大型受入は終了しました。受入家庭の
みなさん、ありがとうございました。
　冬に向けて、海外からの団体（10〜40人程度）の
予約が入ってきています。こちらもご協力よろしくお
願いいたします。国際交流を体験していただけるので、
日本の学校の受入とはまた違った楽しさです。
　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した
「京都やましろ体験交流協議会」では、子どもたちや

海外の方々と農村のありのままの生活を共に送る「農
泊」事業を進めています。
　いっしょにごはんを作り、食べ、お茶を急須で淹れ
て飲み、話し、家族のように過ごしていただきます。
少しでも受入にご興味をお持ちいただいた、笠置町・
和束町・南山城村のみなさん、事務局が全力でサポー
トいたします。お気軽にご連絡ください。

京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎ 0774・78・3396　担当：下村・吉田
E-mail：info@chagenkyo.com
農泊受入の予定

受入月日 国・地域 年代 人数
12月５日（木）

（２泊） 香港 小学生高学年 45

  　12日（木） 中国（JICE） 大学生 30

勉強会の予定
日　時 場　所 タイトル 内　容 講　師

12月12日（木）
午後６時30分〜７時30分

グリンティ
和束

確定申告の
方法

農泊で得た収入は申告する必要あるの？どう申告した
らいいの？税金は？みなさんの疑問にお答えします。

和束町商工会
竹谷局長

11月の受入の様子

2019年３月31日以前に新築・中古購入・賃貸借で住宅を取得された方へ
南山城村田舎暮らし定住促進奨励金は12月27日（金）申込締切です。
問合せ　南山城村むらづくり推進課　☎0743・93・0560（直通） 142019.12◦第165号 広報  



　
10
月
1
日
に
消
費
税
の
税
率
が
8
％
か

ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
と
同
時
に
軽

減
税
率
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
基

礎
的
な
こ
と
を
再
確
認
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
理
解
し

ま
し
ょ
う
。

◇
軽
減
税
率
制
度

　
軽
減
税
率
8
％
対
象
品
目

　

 　
飲
食
料
品
の
買
い
物
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
、

出
前・宅
配
、新
聞（
定
期
購
読
し
て
い
る

週
2
回
以
上
発
行
し
て
い
る
新
聞
）

　
除
外
（
10
％
）

　

 　

外
食
、酒
類
、医
薬
品・医
薬
部
外
品
、

ケ
ー
タ
リ
ン
グ
、出
張
料
理
、駅
の
売
店

や
コ
ン
ビ
ニ
で
売
ら
れ
て
い
る
新
聞

◇ 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス・消
費
者
還
元
制
度（
期

間
2
0
1
9
年
10
月
1
日
～
2
0
2
0

年
6
月
30
日
の
利
用
分
）

　

近
く
の
対
象
店
舗

（
主
に
中
小
・
小
規
模

事
業
者
）で
、ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド・
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド・
電
子
マ

ネ
ー・Q
R
コ
ー
ド
な
ど
を
用
い
た
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済（
現
金
を
使
わ
な
い
）

で
代
金
を
支
払
う
と
ポ
イ
ン
ト
還
元
が

受
け
ら
れ
る
制
度（
原
則
と
し
て
購
買

金
額
の
5
％
を
還
元
。フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ

チ
ェ
ー
ン
参
加
の
中
小・小
規
模
店
舗
等

［
コ
ン
ビ
ニ
等
］で
は
2
％
還
元
）

　

 　
ま
た
、
左
記
の
よ
う
な
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
便
乗
し
た
詐
欺
に
も
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

Q
銀
行
の
業
界
団
体
を
名
乗
る
男
か
ら

「
消
費
税
増
税
の
関
係
で
高
齢
者
に
社
会

保
険
料
の
一
部
が
戻
る
こ
と
と
な
っ
た
。

通
帳
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号

を
教
え
て
ほ
し
い
。」〈
80
代
男
性
〉

A
金
融
機
関
や
行
政
等
が
消
費
税
増
税
を

理
由
に
消
費
者
個
人
に
電
話
を
か
け
て
く

る
こ
と
や
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
番
号

を
問
合
せ
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
又
は
来
所
）

　

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　

（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。 

　
　
　

※
「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
〜
金
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時

住　

所　

 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
5
分
）

　
　
　
　

※
土
曜
・日
曜
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　
　

☎
0
7
5
・
2
5
7
・
9
0
0
2
へ
（
電
話
の
み
）

図書室だより図書室だより
★�Pick�UP�★

あけてびっくり　しかけえほん

「いっせーの　ばあ」
新井　洋行 / 著

なにが　とびだすかな？　
いっせーの　ばあ！
折りたたまれたページを上
に開くと鳥のひなや、チン
アナゴ、おもちゃが出てき
て子どもがびっくり、思わずにっこり。
いないいないばあ遊びができるしかけ絵本。

年末年始の開室・休室
　３町村とも12月27日（金）の午前中まで開室、午後
は休室します。また、年始の開室については３町村とも
１月８日（水）から通常通り開室します。

知
っ
て
お
き
た
い 

消
費
税
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
！

☆『おはなしのじかん』のご案内
　日　時　12月22日（日）午前10時30分～
　場　所　和束町体験交流センター
　　　　　１階ホール

☆『お話しを絵にしよう』作品募集要項
　 　あなたの好きな本を読んで、感じたこと

や思ったことを絵にしてください。
　◇対象者は和束町に住む幼児と小学生です。
　◇ 画用紙を使い、大きさや表現（クレヨン画・

水彩画・はり絵・版画など）は自由です。
　◇ 絵の裏に名前・住所・性別・学校（保育園）名・学

和束町体験交流センター図書室より
年（園児は年齢）・読んだ本の題名を記入し、令
和2年１月31日（金）までに提出してください。

　◇問合せ・提出先は
　　和束町体験交流センター図書室
　　　☎0774・78・4013
　　または相楽東部広域連合教育委員会
　　　☎0774・78・4335 です。
　◇ 作品は２月から和束町体験交流センターホ

ール、和束町役場住民ホールに展示し、終
了後に作品はお返しします。なお、詳しい
展示期間は次号でおしらせします。また、
応募者には参加賞をお渡しします。

☆『クリスマス おはなし会』
　のご案内
　日　時　12月8日（日）
　　　　　午後1時30分～
　　　　　　　３時
　場　所　工作・おはなし・
　　　　　ゲーム
　 
　※ 要申込み。先着25人
　　（ 子どもたちのみ、プレ

ゼントあります）

南山城村図書室より

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
落日 湊　かなえ
カナダ金貨の謎 有栖川有栖
ヴァラエティ 奥田　英朗

児童書
おばあちゃん、ぼくにできることある？ジェシカ・シェパード
きつねの時間 蓼内　明子
夢の森のティーパーティ 富安　陽子

和　　束

一般書
伊勢佐木町探偵ブルース 東川　篤哉
楽園の真下 荻原　　浩
ぼけますから、よろしくお願いします。 信友　直子

児童書

みんなのおすし はらぺこめがね
ふとんがふっとんだ
おもしろいだじゃれえほん 新井　洋行

南国物語
暴走少女、国をすくう？の巻 濱野　京子

南山城村

一般書
美しき愚かものたちのタブロー 原田　マハ
てんげんつう 畠中　　恵
この世を生きる醍醐味 樹木　希林

児童書
いっせーの　ばあ 新井　洋行
菌の絵本「こうじ菌」 北垣　浩志
小説 ドラえもんのび太の月面調査記 辻村　深月

☆３町村のどなたでも借りられます。☆３町村のどなたでも借りられます。
　最寄の図書室でリクエストしてください。　最寄の図書室でリクエストしてください。
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ベストショットまち＊むら
笠置町
・

和束町

茶源郷まつり
　11月２日（土）・３日（日）の２日間、
和束運動公園周辺で茶源郷まつりが開かれま
した。
　今年で８回目を迎えた茶源郷まつりには、
新たに『百茶プロジェクト』も登場し、百一
箱の茶箱（缶びつ）の展示や古いお茶の樹か
ら作った白茶の試飲、また世界各地の茶葉の
販売、音楽ステージなどさまざまな催しで会
場を盛りあげました。
　両日共に良い天気に恵まれ14,000人の来
場者でにぎわいました。

人口・世帯数
（令和元年11月1日現在）3 町 村 人 口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
FAX0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
FAX0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
FAX0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 3,883人　
世帯数� 1,706世帯

（減4）
（減1）

人　口� 1,297人　
世帯数� � �637世帯

（増2）
（増3）

人　口� 2,687人　
世帯数� 1,233世帯

（減10）
（減4）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日〜1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：15 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：15 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

　11月１日（金）〜30日（土）までの間、
笠置もみじ公園にて夜間ライトアップをお
こない、幻想的なもみじを見ることができ
ました。
　16日（土）には、笠置もみじまつりのメ
インイベントとして「〜もうひとつの京都
旅する音楽祭〜笠置音絵巻」と題した音楽
イベントを初めて開きました。音絵巻弦楽
四重奏による幻想的な音色を楽しむために
200人を超える方々がご来場されました。
　また、笠置町産業振興会館前では、きじ
釜めしやゆるぎ飴の販売、大感謝祭ビンゴ
ゲーム大会も開かれ大盛況の１日となりま
した。

笠置もみじまつり


